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平成１４年度 情報産業競争力向上研修 実施要領（抜粋） 
作成；財団法人大分県産業創造機構 

大分県情報サービス産業協会 研修委員会 
１、目的 
  本事業は、情報産業関連企業のシステムエンジニアを対象に、必要とされる高度な技術研修を実施し、情報産業の活性化を図るとともに、 

 先進的開発手法等について修得することによって、情報産業の競争力を向上させることを目的とする。 
２、事業の内容 
  １）①②③ 情報産業競争力向上事業（県補助事業）年３講座実施 ３日間／１講座 
  ２）④ 大分県情報サービス産業協会研修事業（ＪＩＳＡ補助事業）年１講座実施 ２日間／１講座 
３、研修事業の内容 
  １）研修科目（講座）下記 ４に記述 
  ２）研修日時       〃     （いずれも、９時３０分から１７時まで） 
  ３）研修を行う場所；大分県産業創造機構（ソフトパーク内センタービル） 
  ４）研修費用【下記の４コース、同じ】約１６，０００円／参加１名・１講座 （テキスト代込） 
４、詳細内容 
  ① ＪＡＶＡ講座【応用】 
   ・参加対象；大分県下の情報産業関連企業の従業員 ２０名以内 
   ・日  時；１０月３０日（水）～１１月１日（金）３日間 
   ・目  的；「Ｊａｖａ初級」の上位コース。ファイル入出カ、ネットワークインターフェース、ＪＤＢＣによるデータベースアクセスを学習 
         し、開発ツールを使った実習を通して実用的なアプリケーション開発に必要な手法を修得する。 
  ② Ｌｉｎｕｘ講座（入門～管理初級） 
   ・参加対象；大分県下の情報産業関連企業の従業員 ２０名以内 
   ・日  時；１１月６日（水）～１１月８日（金〕３日間 
   ・目  的；Ｌｉｎｕｘ入門からＬｉｎｕｘシステム管理初級迄を修得する。 
  ③ Ｗｅｂコンテンツ／アプリケーション開発講座Ⅱ（開発基礎、ＸＭＬ編） 
   ・参加対象；大分県下の情報産業関連企業の従業員 ２０名以内 
   ・日  時；１０月２日（水）～１０月４日（金）３日間 
   ・目  的；Ｗｅｂアプリケーション関発に必要となる基礎知識及びＸＭＬの記述方法やＸＭＬを用いた基本的なアプリケーション連携の 

         方法を修得する。 
  ④ Ｗｅｂコンテンツ／アプリケーション開発講座Ｉ（ＨＴＭＬ編） 
   ・参加対象；大分県情報サービス産業協会傘下企業の従業員 ３０名以内 
   ・日  時；９月３０日（月）～１０月１日（火）２日間 
   ・目  的；ＨＴＭＬを使用してホームページの作成方法を修得する。 

 研修委員会では、会員企業の従業員の技術力

アップを目的として技術研修会を過去８回開

催しましたが、いずれの研修会も盛況でした。 
 昨年度は大分県の支援のもと、県のＩＴ振興事

業の一環として、当協会と(財)大分県産業創造

機構とが連携し、会員企業だけでなく、県下情

報処理関連企業を対象に技術研修会を開催し

ましたが、募集定員を超過し受講できない方が

出るなど大変好評でした。 
 昨年度募集定員超過のために受講できな

かった方のことも考慮し、昨年度実施したＷｅｂ

技術を前提としたソフトウェア開発言語・ＯＳ

の研修を、県下情報処理関連企業におけるＷｅｂ

技術者の育成・確保を目的として、本年度も引

き続き実施することにしました。 
 講座の内容は、ＨＴＭＬ２日間、ＸＭＬ・Ｊａｖａ・ 

Ｌｉｎｕｘ各３日間と昨年と全く同じですが、募集

枠は研修施設・予算面からＨＴＭＬ３０名、他各 

２０名の合計９０名の募集となりました。 
 ちなみに、研修費用は一人一講座１６，０００円

でした。 
 募集結果は、会員企業２０社、非会員企業７社

から合計７７名の応募でした。ＨＴＭＬ講座は１７

名と定員３０名を大きく割ってしまいましたが、

ＸＭＬ講座は受講希望が多く定員を超えるほど

で、より高度なＷｅｂ技術への研修ニーズが窺え

ました。 
 研修後の受講生からのアンケート結果をみ

ますと、昨年度と同様に受講生の満足度も高 

く、所期の目的を達成することができたと言え

るのではないでしょうか（詳細は、「受講生研

修アンケート」参照）。 
 また、今年度は事後に県下情報処理関連企業

の研修ニーズを調査し３２社から回答を得まし

た（詳細は「事後、研修ニーズアンケート」参

照）。受講魅力の７割は研修内容（Ｗｅｂ技術）・

県内・安価な研修にあります。また今年度受講

された２２社の企業のうちの１６社から「受講さ

せてよかった」の回答がありました。 
 今後は、アンケートの中に新しい研修テーマ

の希望もありますので、研修枠や回数を増やす

ことも考慮しつつ、研修を引き続き実施してい

く必要がありそうです。 

（研修委員会） 
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平成１４年度平成１４年度  第１回ＯＩＳＡ視察研修会第１回ＯＩＳＡ視察研修会  
    

～月星化成・ＮＴＴ西日本・佐世保海上自衛隊～～月星化成・ＮＴＴ西日本・佐世保海上自衛隊～ 

ＯＩＳＡ News 

月星化成…Ｅビジネス参入 

ＮＴＴ西日本…ＩＴプラザ福岡 

ＮＴＴ西日本…地下ホール 

海上自衛隊…セイルタワー 

 さる９月１２日～１３日に平成１４年度ＯＩＳＡ企

画委員会主催の第１回視察研修旅行を実施し

ました。丁度昨年の同時多発テロの直後でも

あったため、昨年度の旅行を思い起こしなが

らもその話題が車中でのぼっていました。 

 郷司会長以下１１社１７名の参加により、今回

は月星化成・ＮＴＴ西日本ＩＴプラザ及び地下

ホール・佐世保海上自衛隊セイルタワーを視

察しました。 

 初日は大分駅を朝８時に出発、まず久留米

市に本社のある月星化成、その後アサヒビー

ル博多工場にて昼食をとり、ＮＴＴ西日本の施

設のある福岡市中心部の博多駅前・天神、そ

の後一路宿泊地の平戸に向かい、平戸海上ホ

テルに宿泊。ホテルでは魚介類を中心とした

夕食やカラオケで会員の懇親を一層深めるこ

とができました。 

 翌朝もホテルを８時に出発、佐世保にある

海上自衛隊の施設であるセイルタワーを見学

後、観覧船にて九十九島めぐりの観光、ホテ

ルで昼食後、窯元である大川内山を散策、一

路大分へ帰るという盛りだくさんな旅行とな

りました。 

 以下今回視察見学した３カ所の施設の概要

を紹介します。 

 月星化成は１８７３年創業のカジュアルシュ 

ーズを中心に化成品も製造している久留米市

に本社のある誰もが知っている企業です。 

 それは、カタログにない商品、取り扱いの

少ない商品、介護用・震災用などの特殊な商

品を直接一般顧客に提供するというコンセプ

トにたっています。 

 この事業は㈱ムーンスター・ドットコムと

いう名称の別会社で２０００年にたちあげまし

た。当初開店する際、ＮＥＣのショッピング

モールであるＢＩＧＬＯＢＥ Ｗｅｂｓｈｏｐを利用する

こととしました。理由は独自の決済機能を

持っていることと、国内最大級のプロバイ

ダーでありその集客力を期待できることでし

た。 

 しかし、当初は予想もしていなかった返品

の処理、代金未回収等の問題点に遭遇しまし

たが、同時に顧客ニーズの情報収集、宣伝効

果等の優位点も発見できたということです。 

 現時点としては決して採算ベースに乗って

いないかもしれないが、今後は年商１億円を

目指しこの事業を拡大する予定だそうです。 

 博多駅筑紫口ＮＴＴ博多ビルにあるＮＴＴ西日

本福岡支店のショールーム「ＩＴプラザ」は、

昨年開設しＮＴＴの豊富なサービスやシステム

商品を実体験できる施設です。 

 ４つの展示ゾーンに分かれており各々のポ

イントだけここで紹介します。 

①ブロードバンドゾーン…Ｂフレッツ、フ  

 レッツＡＤＳＬ、フレッツＩＳＤＮ各回線毎の  

 スピード比較体験を中心とするゾーン。 

②ＩＴビジネスゾーン…ＥＣ，ＣＴＩ技術関連等  

 のビジネス効率化商品紹介ゾーン。 

③フューチャーゾーン…ＮＴＴの最新技術、 

 研究開発成果等の近未来ＩＴ紹介ゾーン。 

④プレゼンテーションルーム…ＴＶ会議シス  

 テムが実感できる施設など、ＮＴＴ西日本 

 の法人ユーザ向けの商談のスペース。 

 企画委員である羽原ＮＴＴ大分支店長のご紹

介により天神地下の福岡中心部のとう道も見

学できました。 

 これからのインターネットビジネスの基本

となるブロードバンドのインフラ設備を目の

当たりにして、ＮＴＴの設備の大きさに改めて

驚かされました。 

 軍港の護岸工事により自衛隊の護衛艦の見

学はできませんでしたが、併設のセイルタ

ワーの見学は興味深く、参加者全員熱心に説

明を受け、少年の心に立ち返りました。旧海

軍から現在の海上自衛隊までの歴史・設備等

が良く理解でき、時間が取れたらまた見学し

たい施設です。 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 ２日間という短い視察研修旅行でしたが、

天候にも恵まれ、参加された会員の皆様は平

素のあわただしい日常を忘れ、リフレッシュ

できた旅行だったのではないでしょうか。 

 最後に、ＯＩＳＡ企画委員会の立場としてのお

願いですが、以前実施したアンケートの会員

の要望も踏まえ、皆様が興味を持てそうな視

察先に絞りましたが、他に面白い見学先があ

れば是非企画委員会事務局（大分交通：上

杉 ） ま で ご 一 報 い た だ き た い と 思 

います。 

 シューズを中心とするこの業界も諸外国の

技術革新による影響等で厳しい状況に置かれ

ていますが、ここでは従来の卸販売の営業

ルートとは別に新たな試みとして、インター

ネットを利用したネットショッピングに注目

し、一般顧客向けＥビジネスに参入しまし

た。 



安心のサービス”を主体とした事業構造に変わっ

ていくであろうとのことです。 
 中島氏のお話は、精神的な取材活動を通しての

事実に基づいた生の情報であり、参加者もメモを

取りながら聞き入っていました。 
（技術委員会） 
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株式会社アトムス 
ドキュメントソリューション部 

安倍 慎次 
趣昧：食べる事、飲む事 

好きな言葉：思い立ったら吉日 
 
 大分生まれの私ですが、東京に８年住んで
から戻ってきてもうすぐ２年になります。私
が大分に来て一番変わったのは、意識です。
ここ大分では、誰かがやるのではなく自分が
やらなければ何も起こりません。小さな町で
す。何処かしら誰かと繋がっています。やれ
ば出来ます。私たちのような若い世代が、当
事者意識を持つ事が大切ではないのでしょう
か？と言う訳で地道なところで例を紹介しま
すと、私の奥さんが東京出身の為、大分を訪
れる友人や家族、親戚が後を絶ちません。少
なからず、地域経済に貢献しているのでは？

 新理事紹介 

News ＯＩＳＡ 

理事 
【会 社】 
大銀コンピュータサービス㈱ 
取締役総務本部長 高橋 良忠 
【略 歴】 
昭和１９年生（臼杵市出身） 

大分銀行を経て平成１１年４月より現職。 
【ご挨拶】 
 近年、ＩＴによる社会環境が急激な変化を呈し 

ている中、企業にとってのＩＴ活用は益々重要 

になってきており、当協会が担う役割は一層重 

要になっていると思います。微力ではありま 

すが、協会活動に努力してまいります。 

第１４回ＯＩＳＡ技術交流会開催 

 フレッシュさん紹介  今後ともよろしくお願いいたします。 

副会長 
【会 社】 
九州東芝エンジニアリング㈱ 
取締役社長 清水 正俊 
【略 歴】 
昭和１９年生（山形県出身） 
平成１２年常務取締役を経て、 
平成１３年現職。 
【ご挨拶】 
 益々、情報革新が進む中、当協会が持つ意義 

は深い物があります。当協会の発展に微力なが 

ら、お手伝いできればと思っています。 
 

理事 
【会 社】 
㈱富士通大分ソフトウェアラボラトリ 
代表取締役社長 阪田 安丸 
【略 歴】 
昭和２４年生（大阪府出身） 
富士通㈱幕張システムラボラトリ勤務を経て、７月

より現職。 
【ご挨拶】 
 食と自然に恵まれ、職住接近、適度に都会の 

大分で、心身ともにリフレツシュしています。 

不慣れで不十分な点が多々あると存じますが

皆様のご支援を得て、当協会に少しでもお役に

立てるよう努力致す所存です。 

講演テーマ 
「ガンバレにっぽん経済 
   （ブロードバンドで日本再生）」 
日時：平成１４年１０月１８日１６：００～１７：３０ 
場所：大分商工会議所５階ホール 
 情報化推進月間の定例行事であります技術交

流会を今年も大分商工会議所との共催で開催

し、２９社８５名の方々が参加されました。 
 今年は経済ジャーナリストで国際大学（グ

ローコム）教授、日経ＢＰ社編集委員を兼務され

執筆や講演活動など多方面でご活躍中の中島洋

氏を講師としてお招きし、「ガンバレにっぽん経

済（ブロードバンドで日本再生）」をテーマに講

演をいたたきました。 
 最初に、低迷する日本経済の中で活路を見出

してガンバッテいる各地の中小企業や農業， 

チェーン店等の紹介を通して、中島氏が実際に

現地を取材して感じたことを交えながら「日本

経済再生のカギ」が何処にあるのかをわかりや

すく解説していただきました。「固定観念にと

らわれない」ことが重要であると改めて認識し

ました。 
 また、ブロードバンドは２００５年には,４０００万

世帯（現在は８００万世帯）に達しそうな勢いで普

及しており、ブロードバンド基盤の社会構造に

変わっていくであろうとのことです。例えば、

英国のＢＳＥ対応で欧州から広まっている「トレ

イサビリティ・システム（生産情報履歴システ

ム）」が、産地偽装などの農産物への不信感か

ら日本でも導入されはじめており、ブロードバ

ンドで常時運用されるようになれば、消費者と

生産者が一体となった新しい農業の考え方に

変わるだろうとのことです。 
 さらに、製造業も”物作り”から”安全と 

佐伯印刷株式会社 
企画部 

田邊 杏里紗 
趣昧：ドライブ、料理 

好きな言葉：七転び八起き 
 
 私 は、大 学 で グ ラ フ イ ッ ク と 
プロダクトデザインを学びました。モノを作
る難しさと同時に楽しさを学び、その頃から
モノづくりに携われる仕事に就きたいと思
い、佐伯印刷の企画部に入社。入社当初は、
社会人としての常識すら知らない自分がいて
戸惑いましたが、現在は、企画部運営の「お
おいたリアン」(http://www.oitarian.jp/)と
いう大分県観光ポータルサイトの更新作業を
任され、楽しく仕事をさせてもらっていま
す。 
 これからも、少しでも早く会社の戦力にな
れるよう頑張っていきたいと思います。 

株式会社シーエイーシー 
システム部 

大嶋 祥文 
趣昧：車、オートバイ 

好きな言葉：継続 
 
 入社して早いものでもう１年が過ぎようと
しています。入社してすぐの頃は、学生から
社会人になったと言う変化に慣れる事ができ
ず、もやもやとした毎日を過こしていました
が、最近になってようやく社会人としての自
覚のようなものが感じられるようになり、も
やもやとした生活からも抜け出す事が出来ま
した。今では仕事も先輩に助けてもらいなが
ら１つずつしっかりとやっています。仕事以
外のプライベートな時間も有意義に使えるよ
うになり、休日ともなればドライブに行った
り、車やオートバイのメンテナンスをしてい
ます。仕事の充実とプライベートの充実。あ
とはお金があればいうことはないですね。 
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ＯＩＳＡ News 

 当協会の総務委員会主催のＯＩＳＡ会員による

ボウリング大会がさる８月 ２ ８日（水）､ 

２０社２９チーム１１６名の参加を得て盛大に行わ

れました。 

 会員会社の社員を対象に相互の親睦とレク

リエーションをかねて平成７年度から開催さ

れており、今回は第８回目となります。 

 近年、人気が回復しつつあるボウリングで

すので、各社の若手の社員の皆さんも多数参

加され、ほぼ貸切り状態の会場は、歓声と熱

気に溢れていました。 

 ゲームは１チーム４人で構成し、チーム成

績と個人成績を競います。中には３チーム出

場した会社もありました。 

 チーム戦は４人がそれぞれ２ゲームを行

い、そのトータルスコアで順位を競います。

女性には無条件に１ゲーム１５点、合計３０点の

ハンディが与えられます。 

 競技の結果は以下のとおりです。チーム戦

の優勝はトータル１，２９１点をマークしたコン

ピュータエンジニアリング㈱Ａチームの皆さ

んでした。 

 個人賞のベストグロス賞は、男子では 

４１９点でメルハンコンピュータシステム㈱ 

の水島茂雄さん、女子は２８４点で大銀コン 

ピュータサービス㈱の日浦真佐子さんが獲 

得されました。 

 日浦さんは昨年に引き続きの受賞ですが、

昨年チーム戦優勝、男女ベスグロを独占し今

回も本命視された、大銀コンピュータサービ

ス㈱の各チームは今回はやや不調だったよう

です。 

第８回ＯＩＳＡボウリング大会開催 
日時：平成１４年８月２８日（水）１８時３０分～ 

場所：ＯＢＳボウル（大分市明野） 

 第６回ＯＩＳＡ親善ゴルフ大会開催 
日時：平成１４年１１月９日（土）８：５４スタート 

場所：大分中央ゴルフクラブ 

 当協会総務委員会の企画でＯＩＳＡ親睦ゴルフ

大会が今年も開催されました。 

 会員の相互の親睦としてレクリエーション

をかねたコンペで、今年も当協会顧問の大分

県産業創造機構から３名、大分県工業団体連

合会から１名の方々にも参加をいただき、総

勢５組１９名での戦いとなりました。 

 競技は例年どおりストロークプレイ（ダブ

ルペリア方式）で行いました。 

 通常この時期は最高のゴルフ日和に恵まれ

ることが多いのですが、冬の訪れの早かった

今年は、時々晴れ間はのぞくものの、寒風が

吹き荒れるあいにくの天気となり、多くの方

がスコアを崩されました。ほとんどの方がグ

ロスで１００をオーバーされたという結果を見て

も、皆さんが如何に風に一脳まされたかがわ

かります。 

 そんな中でも昨年優勝のコンピュータエン

ジニアリング㈱の首藤勇氏が手堅くスコアをま

とめられ、連続優勝を飾られました。準優勝は新日

鉄ソリューションズ㈱の山下哲雄さん、３位は（財）

大分県産業創造機構の小林茂さんでした。 

優勝のコンピュータエンジニアリング㈱Ａチーム 

会場風景 

参加者の皆さん 


